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安全な職場風土の確立に向けて

「安全に関するアンケート調査」の活用
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特徴的な傾向が見えた支店
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Presenter
Presentation Notes
しかし、支店ごとに意識のギャップを見てみると、３つの支店で特徴が見える。
そのうち、B支店とH支店について、現地ヒアリングも実施したので紹介する。
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B支店・・・事故災害ワースト５
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一見、ありがちな意識ギャップに見えるが、
●「管理者層」と「現業層」が同様に意識
が低い領域がある！

●「経営者層」と「管理者層」の意識が大
きく離れている！

【仮説】
※管理者層は、経営者層の意識と大きな
ギャップがあり、現業層の意識に近い
ため、経営者層からの方針や意思を現
業層に伝え切れていない。

Presenter
Presentation Notes
B支店は、毎年事故の発生が多い支店で、事故も災害も全国ワースト５に入っている。
一見、ありがちな意識ギャップに見えるが、
●「管理者層」と「現業層」が同様に意識が低い領域があり
●「経営者層」と「管理者層」の意識が大きく離れている
仮説をたて、現地ヒアリングを実施した。
【仮説】
※管理者層は、経営者層の意識と大きなギャップがあり、現業層の意識に近い
　ため、経営者層からの方針や意思を現業層に伝え切れていない。
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B支店・・・事故災害ワースト５
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ヒアリングの結果

経営者層（支店長）

管理者層（課長）

現業層（リーダー）

・罰則の整備から取り組んだため、現場には不満がたまっていると思う
・管理者層の育成を含め、人が育っていない、危機感が薄いと感じる。

・管理者層の研修は、本社研修がありよくできていると思う。
・現場の人数が多いので、確実に指示が伝わるようメールで指示している。

・管理者層の育成が熱心に行われているようには思えない。
・管理者からの書類が多すぎて何がなんだかわからない。惰性でサイン。

現業層（一般層）
・今後の支店の方針はよくわからない。
・会社の経営は上職者がやるもので、自分たちには関係ない。

Presenter
Presentation Notes
ヒアリングの結果、
経営者である支店長は、
・罰則の整備から取り組んだため、現場には不満がたまっていると思う
・管理者層の育成を含め、人が育っていない、危機感が薄いと感じる。
と、やることはやっているが危機感を感じている。
管理者である課長は、
・管理者層の研修は、本社研修がありよくできていると思う。
・現場の人数が多いので、確実に指示が伝わるようメールで指示している。
という状態で、「できている」と感じており、経営者のいうことを感じ取って
現場に伝え、コミュニケーションもとれていると感じている。
現場のリーダーは、
・管理者層の育成が熱心に行われているようには思えない。
・管理者からの書類が多すぎて何がなんだかわからない。惰性でサイン。
と管理者に対する不信感が強く、
一般の現場の従業員は、
・今後の支店の方針はよくわからない。
・会社の経営は上職者がやるもので、自分たちには関係ない。
と、経営者のいうことは通じていない状態。
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H支店・・・重大交通事故発生支店
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一見、各階層の意識が無く、コミュニ
ケーションがとれているように見えるが、
●「管理者層・現業層」の意識が「経営
者層」よりも高い領域がある！

●「管理者層」の意識が「経営者層」よ
り高い！

【仮説】
※経営者層と管理者層の意識は低く、現

業層の意識が他支店と比較すると高い。
重大事故発生後の一時的な安全意識の
高揚に満足している。

Presenter
Presentation Notes
H支店は前年に重大な事故を発生させている。
一見、各階層の意識が無く、コミュニケーションがとれているように見えるが、
●「管理者層・現業層」の意識が「経営者層」よりも高い領域があり
●「管理者層」の意識が「経営者層」より高い
【仮説】
※経営者層と管理者層の意識は低く、現業層の意識が他支店と比較すると高い。
　重大事故発生後の一時的な安全意識の高揚に満足している。

重大事故発生後に本社のパトロールが実施され、その時に改善したことが
サイコーだと勘違いしているのではないか？
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H支店・・・重大交通事故発生支店

5

ヒアリングの結果

H支店以外の
職場の状況は
知らない者

他の支店の
職場の状況を

知る者

・話しやすい雰囲気の職場である。
・過去に本社の安全パトロールを受けており、やるべきことはやっている。
・安全に対する意識は、他の支店と比べて高いのではないかと思う。
※経営者層（支店長）・・・安全に関する取組みはしっかりやっていると思うが

事故が減らないので自信が無い。

・他の支店と交流する機会が少なく、「井の中の蛙」になっている。
・自分たちはよくやっている、という自分たちの基準で仕事をしている。
・事故は減らず、このままでいいのだろうかと感じる。何か違うと思う。

Presenter
Presentation Notes
ヒアリングの結果、この支店に長く在籍する者と、そうではない者で
意識が大きく異なっていることがわかった。

H支店以外の職場の状況は知らない者
・話しやすい雰囲気の職場である。
・過去に本社の安全パトロールを受けており、やるべきことはやっている。
・安全に対する意識は、他の支店と比べて高いのではないかと思う。
※経営者層（支店長）・・・安全に関する取組みはしっかりやっていると思うが
　　　　　　　　　　　　　　　事故が減らないので自信が無い。

他の支店の職場の状況を知る者
・他の支店と交流する機会が少なく、「井の中の蛙」になっている。
・自分たちはよくやっている、という自分たちの基準で仕事をしている。
・事故は減らず、このままでいいのだろうかと感じる。何か違うと思う。
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課題と取組み
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１．各階層のコミュニケーション状況改善
指示事項を言いっぱなし（トップダウンのみ）で終わらせず、指示を実
施するための意見を出せる会議を毎月実施。（専用議事録作成）
管理者が部下への指示事項インプットのみで終わらず、アウトプットを
検証。

２．管理者の役割意識向上
コミュニケーションの中心となる管理者への研修内容改訂。
管理者となる前に、必要な知識を習得させる研修を追加。

３．各統括支店に安全管理モデル店を設置
結果でしか数値化しにくい安全管理手法を可視化。

Presenter
Presentation Notes
●経営職・管理職ともに「言いっぱなし」で現場が見えていない。
　１．経営者層・管理者層・現業層のコミュニケーション状況改善
　　指示事項を言いっぱなし（トップダウンのみ）で終わらせず、指示を実施するための
　　意見を出せる会議を毎月１回以上実施。（専用議事録作成）
　　管理者が部下への指示事項インプットのみで終わらず、アウトプットを検証。
●管理職は、コミュニケーションの中心にいるという自分の立ち位置がわかっていない。
　２．管理者の役割意識向上
　　コミュニケーションの中心となる管理者への研修内容改訂。
　　管理者となる前に、必要な知識を習得させる研修を追加。
●自分の店がどういう状態なのかわからない　いわゆる井の中の蛙
　３．各統括支店に安全管理モデル店を設置
　　結果でしか数値化しにくい安全管理手法を可視化。
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波及効果：安全管理方針とチェックリストの具体化

安全管理方針の内容が具体化された

Presenter
Presentation Notes
様々な取り組みを実施していく中で、これまでの取組みや指示事項が
抽象的な表現であり、自己流を助長していたことが浮き彫りになり
毎年度作成する安全管理方針の各項目が具体化された。
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「やることが見える」
具体的な指示により、会社が目指している職場の状態が
従業員に「見える」⇒基本の無い自己流排除

「やることを計画できる」
段階的な改善レベルが見えたため改善を「計画できる」

効果と次の課題

経営職
管理職

現場

課題：階層ごとに「通じあう」職場づくりのためには、
日々の行動について、検証が必要！

Presenter
Presentation Notes
これらの取組みにより、やるべきことが見える、計画できるようになり
ようやく職場風土づくりの準備が整ったと言える。
しかし、職場内の「通じ合う」風土を作っていくためには、日々実施している
点呼や当番ものなどの行動について、「指示」したら「見る」「聞く」という検証、
「報告」されたらアクションするという当たり前のことを地道に繰り返さなければ
継続できないといえる。
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